
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸによるｘｒｄｍｌファイルの解析 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２０年１２月０９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

        不明な点があればご質問下さい。 



１．概要 

 ＭＴＥＸのＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅデータとしてｘｒｄｍｌ．ｘｒｄｍｌデータが添付されている。 

   ｘｒｄｍｌでは、ＲＤが極点図の右側であることが知られている。 

   ｘｒｄｍｌ．ｘｒｄｍｌは材料がＣｕでＦＣＣのβ－Ｆｉｂｅｒのデータと思われる。 

      β＝０をＲＤとして読み込むと 

  

  

 ＦＣＣのβ－Ｆｉｂｅｒが９０度回転している。 

 又、極点図の外側に向けて密度が低下するｄｅｆｏｃｕｓが認められる。 

 ２つの問題が存在する。 

  

 ＭＴＥＸではデータ読み込む際にＸ軸方向を選択できるが選択によりＯＤＦ図の回転に影響する  

 又、調べる限りｄｅｆｏｃｕｓの対応はありません。(correct()では別にデータが必要) 

 この２点の解決を考えます。 

  

 最初に、ｘｒｄｍｌをＡＳＣに変換し、ＭＴＥＸで解析 

 ｘｒｄｍｌを直接ＭＴＥＸで解析を行い、読み込むパラメータを確定  

  

 ｄｅｆｏｃｕｓデータがない場合のｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い 

 ｄｅｆｏｃｕｓの効果を説明します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 



２．一般的なＭＴＥＸ解析（CCW） 

 極点図のＲＤ方向を時計の１２時方向としたＡＳＣファイルをＭＴＥＸで解析  

  

 データ変換したデータ（ASC）ファイルをＭＴＥＸで読み込む 

３．ＭＴＥＸに読み込む 

  

 

 

 

 

 



 plot(pf,'contour','projection','stereo') 

 入力極点図    再計算極点図 

  

 

 

 

 ｘｒｄｍｌを直接読み込む場合、このＯＤＦ図が得られるパラメータを探す 

 

 

 

 

 

 

 



３． ｘｒｄｍｌデータを直接、Ｘ軸右として読み込む 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 一般系と同じ極点図では、ODFが９０度回転している。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４． ｘｒｄｍｌデータを直接、Ｘ軸上として読み込む 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 ODFが９０度回転している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． ｘｒｄｍｌデータを直接、Ｘ軸右として読み込みＢｕｎｇｅ回転を行う 

  

  

 

 

 



 plot(rpf,'contour','projection','stereo') 

 ND回転を行い、読み込み   再計算極点図 

 

 

 

 ２．一般的なＭＴＥＸ解析（CCW）と同じ解析が出来ました。 

 

 残るはＤｅｆｏｃｕｓの問題です。 

 

 

 

 

 



６． ｄｅｆｏｃｕｓを解決する。 

 ２の一般系データを用いる 

  

  

 

  



  入力データ    再計算極点図 

  

 

 

 

 再計算極点図と入力データからｄｅｆｏｃｕｓを計算する 

 

 

 

  

 

 

 



６．１ ｄｅｆｏｃｕｓ評価 

  

defocusの影響 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った入力データ 

 このデータをＭＴＥＸで解析を行う。 

 



  

  

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正後の入力極点図  再計算極点図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．２ ｄｅｆｏｃｕｓありなしを図で比較 

ｄｅｆｏｃｕｓなし    ｄｅｆｏｃｕｓあり 

 

ｄｅｆｏｃｕｓなし 

 

ｄｅｆｏｃｕｓあり 

 

補正有り無しで大きく異なった結果になります。 



６．３ ODF図から方位分布評価 

 補正なし 

  

 補正あり 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．４ β－Ｆｉｂｅｒ比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．まとめ 

 ｘｒｄｍｌデータをＭＴＥＸで解析を行う場合、ｅｕｌｅｒ角度（φ１，Φ、φ２）とした場合 

 （２７０，０，０）回転を行って読み込む 

 あるいは、ＡＳＣ変換してＡＳＣデータとして読み込む 

 ｄｅｆｏｃｕｓデータがない場合、入力極点図とＯＤＦ解析後の再計算極点図から 

    ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成し、入力データのｄｅｆｏｃｕｓ補正を行って再度ＯＤＦ解析を行うと 

 良好な結果が得られる。 

 

 アルミニウムのH材の ODF解析結果 

  

 ２．一般的なＭＴＥＸ解析（CCW）に似た ODF図です。 

 

 

  


